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1　小学生の頃、毎年夏になると近所の雑木林に
よくカブトムシを捕りに行った。そして何匹も
カブトムシを捕まえては虫かごに入れ、家に
持って帰った。それから何十年が経ち、今では
息子が同じように夏になるとカブトムシを捕ま
えている。カブトムシは夏に捕まえ、飼育する
昆虫であり、まさか自分が大人になりカブトム
シを食べるとは夢にも思わなかった。大人に
なってからも、ラオスに来るまではカブトムシ
が食べ物だという認識はなかった。そう、カブ
トムシは食べ物だったのである。
　現在の赴任先であるラオスでは、お昼ご飯の
お弁当、村での食事、飲み屋などで、昆虫食が
当たり前のように出てくる。初めてラオスに赴
任した 2003 年当時、最初に食べた昆虫はコオ
ロギだった。その時は嫌々食べた記憶がある。
しかし今ではコブミカンの葉、レモングラス、
ニンニクとともに揚げたコオロギはビールに最
適なおつまみと思うようになった（写真 1）。日
本の居酒屋にある川エビのから揚げに似てい
る。今ではバッタ、芋虫、幼虫、タケムシ、カ
メムシ、アリ、タガメなどが食べられるように
なった（写真 2）。というよりも、テーブルに並
んでいると自然と手が出るまでにレベルアップ
した。昆虫以外にも、リス、ネズミ、トカゲ、ヘビ、
赤アリとその卵なども食べる（写真 3）。チャン
パーサック県で食べた赤アリとヘビのスープは
忘れることができないほど絶品だった。市場で
生きているヘビを購入し、直接炭火であぶりウ
ロコを取り、ぶつ切りにして酸味が出る赤アリ
と塩などで煮るだけのシンプルなスープだが、
本当においしかった。
　このようにラオスに来てからさまざまな昆虫
や動物を食べたが、もっとも不味かったのがカ
ブトムシの成虫である（写真 4）。首都ヴィエン
チャン郊外には野生動物や昆虫を豊富に取り揃
えるドンマカーイ市場がある。そこで友人がカ
ブトムシの雄の成虫を購入し職場に持ってき
た。カブトムシの羽はむしられ油で素揚げされ
ており、塩コショウをつけて胴体部分のみを食
べるという。さすがにカブトムシの成虫が出さ
れたときには躊躇した。子供の頃に捕まえてい
たカブトムシを食べ物とは思っていなかったか
らである。ラオスでもカブトムシが一般的に食
べられているわけではないが、出されたものは
とりあえず口に入れるという考えの私は、角を
つまみ、胴体部分を恐る恐る食べてみた。カブ
トムシの角は食べるときにつまむためのもので
はないかと思えるほど良くできている。そして
口に含み噛んでみると、胴体部分からジュワー
と油のような液が出てきた。とりあえず何回か
噛み飲み込んでみるとえらく不味い。一応食感
はあるが古い油を吸い取った何かの塊を食べて
いるようである。これ以降カブトムシは食べて
いない。というよりも、もう食べなくてよい。
　しかし今では夏にカブトムシをみると、昆虫
採集の対象とともに食べ物として見るように
なった。そして息子は友達に、「俺のお父さん
カブトムシ食べるんだぜ！」と言わなくてよい
ことを自慢げに言うようになってしまった。た
だし子供たちはカブトムシが食べられるわけは
ないと思っており、おじさんがカブトムシを食
べたことを信じていない。■
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